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平
成
３０
年
９
月
２９
日
（土
）
３０
日
（日
）

第
５４
回
全
国
校
友
石
川
大
会
が
行
わ

れ
ま
し
た
。
柏
地
域
支
部
か
ら
は
竹
之

内
支
部
長
、
山
田
研
一
幹
事
、
森
田
会

員
、
宮
本
の
４
名
が
出
席
し
ま
し
た
。 

２９
日
（土
）は
午
後
３
時
か
ら
支
部
長
会

議
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
冒
頭
台
風
が
日
本

海
を
北
上
中
で
、
国
内
飛
行
便
の
欠
航
が

あ
り
、
沖
縄
支
部
や
北
海
道
支
部
な
ど
参

加
で
き
な
い
旨
報
告
が
あ
り
ま
し
た
。
つ
い

で
、
本
学
の
受
験
者
数
等
の
現
状
報
告
が

あ
り
、
向
殿
校
友
会
長
か
ら
地
方
出
身

者
の
支
援
を
行
う
た
め
、
成
績
に
関
係
の

な
い
新
た
な
奨
学
金
制
度
の
提
案
が
あ

り
、
反
対
意
見
は
な
く
成
立
し
ま
し
た
。

そ
の
後
、
柳
谷
理
事
長
が
記
念
講
演
を

行
い
、
和
や
か
な
雰
囲
気
中
で
終
了
し
ま

し
た
。
夕
刻
か
ら
は
前
夜
祭
が
あ
り
、
各

支
部
の
交
流
を
深
め
ま
し
た
。 

３０
日
（
日
）
の
大
会
は
記
念
式
典
と
記

念
講
演
が
あ
り
、
そ
の
後
懇
親
会
ま
で
、

お
よ
そ
８
０
０
名
が
参
加
し
盛
大
に
開

催
さ
れ
ま
し
た
。
記
念
式
典
・
講
演
で

は
「
来
ま
っ
し 

見
ま
っ
し 

寄
る
ま
っ
し
」

の
テ
ー
マ
の
も
と
、
大
会
旗
入
場
、
国
家

斉
唱
、
校
歌
斉
唱
そ
し
て
実
行
委
員
長

に
よ
る
開
会
宣
言
で
大
会
が
始
ま
り
ま

し
た
。
石
川
県
支
部
長
の
歓
迎
の
挨
拶

の
あ
と
来
賓
、
大
学
役
職
者
、
校
友
会

役
員
紹
介
が
あ
り
、
向
殿
校
友
会
長
か

ら
「
明
治
は
ひ
と
つ
」
の
ス
ロ
ー
ガ
ン
の
も

と
、
明
治
大
学
の
ブ
ラ
ン
ド
を
強
め
る
こ

と
を
重
視
し
て
学
生
、
校
友
、
父
母
会

の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
構
築
を
進
め
た
い
と
の

挨
拶
が
あ
り
ま
し
た
。 

柳
谷
理
事
長
祝
辞
で
は
明
治
法
律
学

校
創
立
時
に
功
績
の
あ
っ
た
石
川
県
出

身
の
杉
村
虎
一
先
生
の
紹
介
が
あ
り
、

「同
心
協
力
」
の
精
神
で
学
生
支
援
を
通

じ
て
次
代
の
校
友
を
育
成
す
る
循
環
を

提
案
さ
れ
ま
し
た
。 

土
屋
学
長
祝
辞
で
は
明
大
の
建
学
の

精
神
で
あ
る
「
独
立
自
治
」
を
明
大
の
レ

ガ
シ
ー
と
し
て
繋
い
で
い
く
た
め
に
校
友

と
の
絆
を
深
め
た
い
と
の
こ
と
で
し
た
。 

そ
の
後
、
来
賓
と
し
て
石
川
県
副
知
事
、

金
沢
市
長
、
父
母
会
会
長
の
祝
辞
が
あ
り
、

全
国
支
部
長
挨
拶
は
千
葉
東
部
小
関
支

部
長
が
次
年
度
開
催
県
を
代
表
し
、
来
年

の
千
葉
大
会
を
Ｐ
Ｒ
し
ま
し
た
。 

記
念
講
演
は
前
金
沢
市
長
の
山
出
保

氏
に
よ
る 

演
題
「
ま
ち
づ
く
り
都
市 

金
沢
」で
し
た
。 

懇
親
会
は
会
場
を
ホ
テ
ル
日
航
金
沢

に
移
し
、
満
員
の
会
場
内
立
食
式
で
盛

大
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
お
も
て
な
し

の
心
を
表
す
金
沢
芸
妓
に
よ
る
素
囃
子

で
始
ま
り
、
各
支
部
長
に
よ
る
鏡
開
き
、

向
殿
校
友
会
長
に
よ
る
乾
杯
の
挨
拶
が

続
き
、
地
元
能
登
の
迫
力
た
っ
ぷ
り
「
御

陣
乗
太
鼓
」
で
盛
り
上
が
り
を
見
せ
た

後
、
次
年
度
開
催
県
ア
ピ
ー
ル
タ
イ
ム
と

し
て
、
ビ
デ
オ
メ
ッ
セ
ー
ジ
付
き
で
前
田

千
葉
県
西
部
支
部
長
が
千
葉
大
会
「
や

っ
さ
い
！
も
っ
さ
い
！
お
っ
さ
！
来
た
い
よ

総
の
国
」を
Ｐ
Ｒ
し
ま
し
た
。 

歓
談
も
た
け
な
わ
の
こ
ろ
、
明
大
応
援

団
に
よ
る
応
援
歌
披
露
で
盛
り
上
が
り
、

い
よ
い
よ
明
大
校
歌
斉
唱
で
す
。
全
員
で

肩
を
組
み
「
お
ー
お
ー
明
治
～
！
」
の
大

合
唱
で
会
は
お
開
き
に
な
り
ま
し
た
。 

来
年
１０
月
５
日
・
６
日
は
千
葉
大
会

が
開
催
さ
れ
ま
す
。
会
員
皆
さ
ん
の
ご

協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。 

昭
和
４９
年 

政
経
学
部
卒 

宮
本
仁
也
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山中湖 花の都公園からの富士 

全
国
校
友
石
川
大
会 

前夜祭     9 月 29 日 

森田氏(左)と筆者 
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今
年
の
納
涼
会
は
大
変
な
猛
暑
続
き

の
中
、
８
月
２５
日(

土)

柏
駅
東
口
徒
歩
６

分
の
お
好
み
焼
き
「
べ
ー
太
郎
」
に
て
、
会

員
の
奥
様
１
名
を
含
む
合
計
１４
名
で
催

さ
れ
ま
し
た
。 

ア
ル
コ
ー
ル
の
ピ
ッ
チ
が
進
み
、
暑
さ
を

吹
き
飛
ば
す
勢
い
で
し
た
が
、
ほ
ぼ
貸

切
状
態
で
あ
っ
た
為
、
最
後
に
は
石
原

幹
事
の
指
揮
の
下
、
全
員
で
声
高
ら
か

に
校
歌
を
斉
唱
し
、
お
開
き
に
な
り
ま

し
た
。
２
０
１
９
年
夏
は
又
素
敵
な
会

場
を
選
び
た
い
と
思
い
ま
す
の
で
、
皆
様

の
奮
って
の
ご
参
加
を
お
待
ち
致
し
ま
す
。 

昭
和
４９
年 

政
経
学
部
卒 

今
井
享 

   

１０
月
１３
日
、
１３
名
参
加
で
博
物
館

を
見
学
し
て
来
ま
し
た
。 

氏
の
業
績
に
つ
い
て
は
、
皆
さ
ん
、
ご
承

知
の
と
お
り
で
す
。
今
年
は
没
後
４０
年

で
す
。
音
楽
家
と
し
て
初
め
て
「
国
民
栄

誉
賞
」
を
贈
ら
れ
、
我
々
の
誇
り
と
す
る

先
輩
で
す
。 

代
々
木
上
原
駅
近
く
に
あ
る
こ
の
博

物
館
は
旧
古
賀
私
邸
跡
に
あ
り
ま
す
。

日
本
の
大
衆
音
楽
発
展
に
貢
献
し
た
作

詞
家
、
作
曲
家
、
歌
手
等
が
顕
彰
さ
れ
、

一
〇
〇
〇
件
以
上
の
Ｃ
Ｄ
視
聴
が
で
き

ま
す
。
又
、
カ
ラ
オ
ケ
ル
ー
ム
等
も
あ
り

ま
す
。
我
々
は
約
２
時
間
た
っ
ぷ
り
楽

し
む
事
が
出
来
ま
し
た
。 

私
が
今
回
、
最
も
感
銘
を
受
け
た
展

示
物
は
昭
和
５３
年
、
氏
が
亡
く
な
る
２

日
前
に
書
き
残
し
た
文
章
で
す
。
是
非
、

皆
さ
ん
に
ご
紹
介
し
た
く
、
原
文
の
ま

ま
記
載
し
ま
す
。 

昭
和
４０
年
商
学
部
卒 

植
松
敏
有 

数
年
前
、
明
治
大
学
広
報
に
明
治
大

学
体
育
会
航
空
部
よ
り
、
ウ
イ
ン
チ
と

い
う
機
械
の
老
朽
化
に
伴
う
寄
付
要
請

の
記
事
が
掲
載
さ
れ
て
い
た
の
で
、
ス
ポ

ー
ツ
サ
ポ
ー
ト
資
金
に
寄
付
し
た
と
こ

ろ
、
航
空
部
Ｏ
Ｂ
・
Ｏ
Ｇ
会
か
ら
「
新
ウ

イ
ン
チ
の
購
入
の
ご
報
告
と
お
礼
、
並
び

に
お
披
露
目
フ
ラ
イ
ト
の
開
催
」
と
い
う

案
内
が
届
き
ま
し
た
。 

こ
ん
な
機
会
は
め
っ
た
に
な
い
と
、
明
大

航
空
部
宝
珠
花
滑
空
場
（春
日
部
市
）に

古

賀

政

男

音

楽 

博

物

館

見

学 
 

１０月１３日古賀政男音楽博物館 

明
大
航
空
部
グ
ラ
イ
ダ

ー
に
乗
っ
て
き
ま
し
た 

古賀政男氏が亡くなる二日前に残したメモ書き 

今宵もまたナツメロ大会を放送している 

わたしの歌はいつまでも繰り返されるだろう 

私の歌の好きな人はみんな悲しい人ばかりだ 

早くこんな歌が唄われなくなる日が来ると好い 

みんなハピーになって欲しい 

日本人が明るく楽しく愉快に暮らしてゆける 

時代が来ると好い 悲しみなんかもう沢山だ 

戦争の傷跡もピカドンの慟哭も早く 早く消えろ 

そして古賀メロディも早く去れ 

私も早く消えたい この地から 日本から 

誰かがきっと 明るいハピーをもたらすだろう 

みんな幸せになって欲しい 

私の願いはこれだけだ 

しかし 私はもう秋の蝉だ 声もなくただ沈黙を 

守ってジット樹にしがみついているだけだ 

霜が降りて私は土の中に奥深くもぐってゆくばかりだ 

（以下、般若心経の文言が続く） 

 

納

涼

会 8 月 25 日 納涼会、ぺー太郎 
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行
って
き
ま
し
た
。
上
空
２
０
０
メ
ー
ト
ル

の
景
色
は
格
別
で
す
。 

ウ
イ
ン
チ
は
簡
単
に
説
明
す
る
と
、
グ

ラ
イ
ダ
ー
を
飛
ば
す
原
動
力
と
な
る
ワ

イ
ヤ
ー
を
引
く
ト
ラ
ク
タ
ー
の
よ
う
な

も
の
で
、
滑
空
競
技
が
盛
ん
な
イ
ギ
リ
ス

か
ら
の
輸
入
品
で
す
。 

グ
ラ
イ
ダ
ー
は
２
人
乗
り
で
、
前
の
座

席
に
乗
り
ま
し
た
。
後
ろ
の
方
が
操
縦

し
て
く
れ
ま
す
。
さ
て
飛
行
、
ワ
イ
ヤ
ー

に
引
か
れ
て
い
る
と
思
っ
た
途
端
視
界
は

青
空
、
地
上
は
は
る
か
眼
下
広
が
っ
て
い

ま
し
た
。
遠
く
に
ス
カ
イ
ツ
リ
ー
、
近
く

に
利
根
川
と
江
戸
川
が
見
え
、
帰
航
の

時
は
、
さ
て
ど
こ
に
降
り
る
の
か
わ
か
ら

な
く
な
り
ま
し
た
。
音
も
な
く
降
下
し

到
着
着
陸
ま
で
は
１５
分
位
無
音
の
飛

行
が
終
わ
り
ま
し
た
。
感
動
で
す
。 

現
役
は
、
１
年
間
土
日
と
夏
休
み
で
１

２
０
日
間
活
動
を
す
る
そ
う
で
す
。
飛

行
場
に
行
か
な
く
て
は
な
ら
な
い
と
い
う

場
所
の
制
約
が
あ
る
中
、
大
学
の
４
年
間

に
得
る
も
の
は
大
き
い
と
感
じ
ま
し
た
。 

校
友
の
皆
さ
ん
、
倶
楽
部
に
属
し
て
い

な
く
て
も
こ
の
よ
う
な
機
会
が
得
ら
れ

る
の
で
、
ご
興
味
が
あ
れ
ば
ス
ポ
ー
ツ
サ

ポ
ー
ト
資
金
で
応
援
さ
れ
て
は
如
何
で

し
ょ
う
か
。 

昭
和
５２
年 

法
学
部
卒 

山
田
研
一 

   

初
め
ま
し
て
吉
田
昇
司
と
申
し
ま
す
。

今
年
８０
歳
に
な
り
ま
し
た
。
柏
市
西
山

に
３４
年
間
住
ん
で
お
り
ま
し
た
が
、
肝

臓
が
ん
手
術
を
契
機
に
新
潟
県
の
温
泉

地
越
後
湯
沢
に
移
住
し
１２
年
暮
ら
し

て
今
年
７
月
再
び
柏
市
へ
戻
っ
て
き
ま
し

た
。
肝
臓
が
ん
を
７
回
手
術
し
て
１２
年

に
な
り
ま
す
が
、
通
院
し
て
い
る
東
京

逓
信
病
院
の
部
長
か
ら
頼
ま
れ
、
９
階

に
あ
る
緩
和
病
棟
で
民
謡
や
童
謡
、
話

な
ど
で
逆
に
元
気
を
も
ら
って
い
ま
す
。 

湯
沢
で
は
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
訪
問
や
社

会
福
祉
協
議
会
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
か
ら
頼
ま
れ
て

湯
沢
学
園
の
１
年
生
か
ら
４
年
生
に
（
５

年
生
か
ら
９
年
生
は
上
越
教
育
大
学
教

授
が
担
当
）、
あ
る
時
は
８０
過
ぎ
の
老
夫

婦
宅
で
親
父
ギ
ャ
グ
を
連
発
し
な
が
ら
笑

っ
て
い
ま
し
た
。
入
院
中
は
と
て
も
楽
し

く
健
康
の
心
配
を
す
る
こ
と
も
な
く
、
自

分
自
身
と
向
き
合
う
だ
け
で
時
間
を
過

ご
せ
ま
す
。
病
気
は
患
者
が
作
っ
た
も
の

で
す
か
ら
自
己
責
任
で
、
そ
れ
を
医
師
と

看
護
師
、
薬
剤
師
や
栄
養
士
、
配
膳
か
ら

掃
除
ま
で
。
わ
た
し
は
寝
て
い
る
だ
け
で

許
さ
れ
る
贅
沢
な
暮
ら
し
で
す
。 

柏
市
へ
移
り
住
ん
で
か
ら
就
職
が
決

ま
り
ま
し
た
。
昨
年
１
月
に
創
業
し
た

人
形
町
に
あ
る
「
キ
ッ
ズ
ナ
オ
フ
ィ
ス
」
と

い
う
子
ど
も
た
ち
を
預
か
る
会
社
で
す
。

わ
た
し
の
担
当
は
働
く
パ
パ
・
マ
マ
へ
の
相

談
相
手
、
仕
事
の
悩
み
や
人
間
関
係
、

上
下
関
係
な
ど
多
岐
に
亘
る
わ
け
で
す

が
、
毎
日
出
勤
す
る
こ
と
な
く
用
事
の

あ
る
時
だ
け
の
出
社
。
出
勤
し
た
ら
交

通
費
と
多
少
の
手
当
を
も
ら
え
る
ら
し

い
。
代
表
者
は
わ
た
し
の
歳
の
半
分
に
も

満
た
ず
ス
タ
ッ
フ
も
同
じ
よ
う
な
年
齢

で
す
。
経
験
を
積
ん
で
き
た
歳
は
人
を

笑
わ
せ
喜
ば
す
た
め
に
あ
る
も
の
と
考

え
て
い
ま
す
。 

体
に
負
担
を
か
け
ら
れ
な
い
の
で
こ
れ

か
ら
も
地
元
で
楽
し
く
、
初
め
て
の
団

地
住
ま
い
は
人
の
集
ま
り
、
見
知
ら
ぬ

人
と
の
出
会
い
も
ま
た
新
た
な
刺
激
で

す
。
近
隣
の
お
婆
ち
ゃ
ん
サ
ロ
ン
、
高
齢

者
の
集
ま
り
で
気
持
ち
の
ゆ
と
り
を
も

ら
い
な
が
ら
今
後
を
模
索
す
る
生
活
も

楽
し
い
と
思
い
ま
す
。 

他
人
は
経
験
と
考
え
の
宝
庫
で
す
。
会
話

の
交
換
は
「こ
ん
な
生
き
方
、
こ
ん
な
人
」す

べ
て
が
刺
激
と
参
考
。
話
の
ネ
タ
８
０
０
が

揃
い
ま
し
た
。
柏
で
生
き
る
楽
し
み
で
す
。

ウインチの前で顧問の小林教授(左)と山田夫妻 

自

己

紹

介 

昭和 36 年 

商学部卒 

吉田昇司 
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１０
月
２８
日
（
日
）
、
駿
河
台
本
校
で
開

催
さ
れ
た
ホ
ー
ム
カ
ミ
ン
グ
デ
ー
に
参
加

し
ま
し
た
。
こ
の
催
し
は
毎
年
、
全
て
の

校
友
を
対
象
に
開
か
れ
ま
す
が
、
私
は
昨

年
、
卒
業
後
４０
年
の
招
待
状
が
届
い
た
の

で
、
同
期
の
友
人
た
ち
と
参
加
し
ま
し
た
。 

開
会
式
で
は
政
治
家
や
経
営
者
、
ミ
ュ

ー
ジ
シ
ャ
ン
、
女
優
さ
ん
な
ど
、
各
界
で

活
躍
中
の
招
待
年
度
に
あ
た
る
校
友
の

代
表
が
、
在
学
時
の
思
い
出
や
明
大
の
学

風
な
ど
を
語
り
ま
し
た
。 

ま
た
、
こ
の
会
報
誌
で
も
た
び
た
び
話

題
に
な
っ
た
豪
華
景
品
が
当
た
る
福
引

券
が
も
ら
え
る
寄
付
に
も
挑
戦
し
ま
し

た
。
ち
な
み
に
、
今
年
は
柏
地
域
支
部

か
ら
も
、
梨
２
箱
を
提
供
し
て
い
ま
す
。 

私
も
豪
華
な
名
産
品
を
期
待
し
た
の

で
す
が
、
残
念
な
が
ら
思
惑
通
り
に
は

い
き
ま
せ
ん
で
し
た
。
そ
れ
で
も
、
商
品

券
や
お
酒
な
ど
寄
付
金
額
を
多
少
超
え

る
商
品
が
当
た
り
ま
し
た
。 

昭
和
５３
年 

工
学
部
卒 

山
田
秋
彦 

先
日
行
わ
れ
た
校
友
会
ゴ
ル
フ
大
会

に
つ
い
て
ご
報
告
し
ま
す
。
恒
例
の
我
孫

子
、
柏
、
流
山
３
支
部
合
同
の
校
友
会

ゴ
ル
フ
大
会
が
１１
月
１０
日(

水) 

紫
カ

ン
ト
リ
ー
ク
ラ
ブ
、
あ
や
め
コ
ー
ス
で
行

わ
れ
ま
し
た
。 

参
加
者
は
３
支
部
合
計
１９
名
、
当
支
部

か
ら
の
参
加
は
６
名
で
し
た
。
優
勝
者
は
流

山
地
域
支
部
の
宇
佐
美
恒
明
さ
ん
で
し
た
。 

昭
和
３７
年
商
学
部
卆 

寒
川
博
行 

１２
月
２
日
（日
）秩
父
宮
ラ
グ
ビ
ー
場
に
て
、

ラ
グ
ビ
ー
関
東
大
学
対
抗
戦
、
伝
統
の
明
早

戦
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。 

結
果
は
２７
対
３１
で
、
ホ
ー
ム
カ
ミ
ン
グ
デ

ー
で
入
手
し
た
大
吟
醸
「お
お
明
治
」を
持

ち
込
ん
で
の
応
援
も
、
あ
と
一
歩
及
び
ま
せ

ん
で
し
た
。 

今
後
は
大
学

選
手
権
で
早

稲
田
に
雪
辱
、

さ
ら
に
大
学

日
本
一
を
目

指
し
て
、
応
援

し
て
ゆ
き
た
い

と
思
い
ま
す
。 

（山
田
秋
彦
） 

●
３
地
域
支
部
合
同
麻
雀
大
会 

１２
月
８
日
（土
）我
孫
子
の
ス
テ
ィ
ン
グ
で

開
催
、
総
勢
２０
名
、
柏
か
ら
は
５
名
が
参

加
し
ま
し
た
。
な
お
麻
雀
大
会
は
今
年
か

ら
年
２
回
開
催
に
な
り
ま
す
。
参
加
希
望

の
方
は
今
井
ま
で
ご
連
絡
お
願
い
し
ま
す
。 

☎(

０
８
０
）３
３
１
２ ‐

 

７
８
４
６(

今
井)  

●
寶
井
講
談
修
羅
場
塾 

１２
月
８
日
（土
）お
江
戸
日
本
橋
亭
に
佐
々

木
琴
山
さ
ん
が
登
壇
し
、
勝
海
舟
の
宮
島
談

判
を
演
じ
ま
し
た
。
柏
か
ら
は
佐
々
木
さ
ん

を
含
め
て
４
名
が
参
加
し
ま
し
た
。 

●
新
入
会
員
（
昨
年
７
月
以
降
の
入
会
） 

昭
３６
年
商
学
部
卒 

 
 
 

吉
田
昇
司
さ
ん 

平
２４
年
情
報
コ
ミ
学
部
卒 

綾
部
正
太
郎
さ
ん 

皆
様
ご
存
知
の
と
お
り
、
柏
地
域
支

部
の
会
員
で
あ
り
ま
す
桜
田
義
孝
衆

議
院
議
員
は
平
成
３０
年
１０
月
２
日
の

第
４
次
安
倍
改
造
内
閣
に
お
き
ま
し

て
、
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ

ク
担
当
大
臣
に
就
任
さ
れ
ま
し
た
。 

こ
の
こ
と
は
柏
地
域
支
部
に
と
り
ま

し
て
も
、
誠
に
喜
ば
し
い
こ
と
で
あ
り

ま
す
。
つ
き
ま
し
て
１０
月
１４
日
に
開

催
さ
れ
ま
し
た
当
支
部
の
幹
事
会
に

お
き
ま
し
て
、
桜
田
義
孝
議
員
の
大
臣

就
任
を
祝
し
、
記
念
品
を
贈
る
こ
と
に

し
ま
し
た
の
で
、
ご
報
告
い
た
し
ま
す
。 

柏
地
域
支
部
長 

竹
之
内
明 

事
務
局
か
ら
の
お
知
ら
せ 

ホ
ー
ム
カ
ミ
ン
グ
デ
ー 

ゴ

ル

フ

大

会 
 

イ ベ ン ト の 予 定 
●新春の集い 
１月２６日(土)１２：３０から、福来麺菜館 
☎ (０８０）３３１２‐７８４６(今井 ) 

●お花見会 
3月下旬の予定、追ってお知らせします 
☎ (０８０）３３１２‐７８４６(今井 ) 

●柏地域支部総会 
５月１９日(日)ハート柏迎賓館 
☎ (０８０）３３１２‐７８４６(今井 ) 

●ゴルフ大会 
春秋 2回、次回は５月の予定 
☎ (０４）７１３１‐ ３４０６ (加茂 )   

○寶井講談修羅場塾 
６月９日(日)お江戸日本橋亭 
(日本橋三越前) 木戸銭無料 
☎ (０４)７１６４‐０６１０(佐々木 ) 

■千葉県西部支部総会  
６月１６日(日)、松戸地域支部担当 
☎ (０４）７１３１‐３０８０(竹之内 ) 

○混声合唱団カンティアーモ定期演奏会 
６月３０日(日)スターツおおたかの森 
☎ (０４ )７１６９‐ ６０７０ (勝俣 )   

●納涼会 
８月開催の予定 
☎ (０８０）３３１２‐７８４６(今井 ) 

■全国校友千葉大会（前夜祭） 
１０月５日(土)、東京ベイ舞浜ホテル
クラブリゾート（浦安市舞浜） 
☎ (０４）７１３１‐３０８０(竹之内 ) 

■全国校友千葉大会（記念式典） 
１０月６日(日)、幕張メッセ（千葉市） 
☎ (０４）７１３１‐３０８０(竹之内 ) 

■ホームカミングデー 
１０月、駿河台キャンパス、全ての校友
が対象ですが、今年は昭和３４、４４、５
４、平成元年、１１、２１年卒の校友に校
友会本部から招待状が届きます 

●麻雀大会  
年２回、６月・１２月に開催の予定 
☎ (０８０）３３１２‐７８４６(今井 ) 

イベントのマーク ●：当会が主催・共催・協賛、■：上位組織が主催、○：当会会員が出演、◆：会として参加・鑑賞・観戦   

明

早

ラ

グ

ビ

ー 
 

 

桜
田
義
孝
衆
議
院
議

員
五
輪
担
当
大
臣
に

就

任 


